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第４９回 明石市環境審議会  

 

日時  平成２３年１２月１４日（水）午後２時  

場所  明石市生涯学習センター  学習室１  

 

○会長    皆様、こんにちは。それでは、定刻となりましたので、明石市環境審

議会を開催させていただきます。本日は、お忙しい中ご出席いただきま

して、誠にありがとうございます。  

 では、事務局から、資料の確認と明石市環境審議会の成立について確

認をお願いいたします。  

○事務局Ａ  事務局Ａでございます。  

 まず、お手元の資料の確認をさせていただきます。「第４９回明石市環

境審議会次第」と書きました１枚ものの資料が１部。資料１としまして、

「第２次明石市環境基本計画（案）」という４５ページから成ります冊子

が１部。参考資料１「第４８回環境審議会で出された提案」の１枚もの

となっておりますものが１部。参考資料２としまして、「第５回市民会議

で出された提案」、両面印刷しております３ページになっているものが１

部。参考資料３としまして、「市民とともに考える会及びパブリックコメ

ントで出された意見」、両面印刷で５枚ものが１部。続きまして、資料２

としまして、「明石市環境レポート２０１１（案）」という３４ページか

ら成る冊子が１部。参考資料４としまして、「明石市環境レポートについ

て」という１枚ものが１部。参考資料５としまして、「パブリックコメン

トで出された意見」と３ページから成るものの資料が１部。参考資料６

としまして、「第２次明石市環境基本計画策定スケジュール」という１枚

ものの資料が１部。参考資料７としまして、「明石市環境審議会委員名

簿」という１枚ものが１部。以上でございます。  

 ご確認いただきまして、不足している資料はございませんでしょうか。 

  

≪環境審議会成立の確認≫  

 

○会長    はい。ありがとうございました。  
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 ということで、議事次第に今ご説明いただきましたように、本日は大

きく２つの議題がございまして、ひとつは、今までやってまいりました

第２次明石市環境基本計画（案）についてです。もうひとつは、明石市

環境レポート２０１１（案）についてです。  

 皆様の資料の一番最後の名簿がある前の参考資料６をごらんいただき

ますように、皆様からの絶大なご協力により、環境審議会を今年度ずっ

とやってきたんですけれども、今回が今年度４回目の環境審議会という

ことで、皆様の資料の議事の１つ目ですが、環境基本計画（案）につき

ましては、本日が最終で、来週答申ということになります。皆様からの

ご意見を最大限反映させていただきまして、かなり完成度が高くなって

いるものですけれども、どのように反映させてきたかということにつき

まして、事務局からご説明をよろしくお願いいたします。  

○事務局Ｂ  失礼します。事務局Ｂでございます。私のほうから、議事の一番目の、

第２次明石市環境基本計画（案）につきましてご説明させていただきま

す。  

 先ほど会長からご説明がありました参考資料の６をごらんください。

前回の環境審議会以降、市内５カ所で開催した市民とともに考える会、

それから１１月の１カ月間、パブリックコメントにて意見募集をいたし

ました。その後、第５回市民会議、それから市役所内部での他の部署と

の調整等を経まして、この資料１、２で示しております計画案を策定い

たしております。  

 本日の審議会では、これらで出た意見を計画書に反映させ、計画案と

して提示しております。参考資料１としまして前回の環境審議会で出さ

れた意見、それから参考資料２といたしまして第５回市民会議で出され

た意見、参考資料３として市民とともに考える会とパブリックコメント

で出された意見をまとめております。市民とともに考える会では、たく

さんの意見をいただきましたので、計画書で取り上げて反映させた意見

をこの参考資料３の中の網かけしたところでお示ししております。  

 それでは、資料１の第２次明石市環境基本計画（案）に沿ってご説明

させていただきます。表紙のイラストは昨年策定いたしました「ストッ

プ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」と「つなごう生きもののネ
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ットワーク  生物多様性あかし戦略」でもイラストを依頼した方にお願い

して、この基本計画の中で挙げております取り組みをイメージして示し

ております。これについても、あわせてご意見をいただけたらと思って

おります。よろしくお願いします。  

 それでは、２ページ目をお開きいただけますでしょうか。前回からの

変更箇所をこのように青い字で示しております。この２ページ目の「計

画策定の背景」のところにたくさん青い字で記載しておるんですけれど

も、これにつきましては市民とともに考える会で、国の法律の策定され

た経緯とか、どういった意図でそのような法律が策定されたかというこ

とを記載したほうが、市民にとってはわかりやすいという意見をいただ

きましたので、そのあたりの説明を含めまして文章を追加しております。 

 それから、その下の表１－１につきましては、この表の一番下、  

「２０１０（Ｈ２３）年度」となっておるんですが、これは「２０１１

（Ｈ２３）年度」の間違いです。訂正をお願いします。  

 平成２３年度の動きとして、「みんなでつくる循環型のまち・あかしプ

ラン」についても、記載するべきではないかということで、市民会議で

意見がありましたので、「平成２３年８月現在」というただし書きを入れ

て、今年度の動きについて追加しております。  

 続きまして、尐し飛びまして６ページをお開きください。「３）人口」

なんですけれども、平成２２年度のデータが公表されましたので追加し

ております。あわせて、上の本文中の記載につきましても修正しており

ます。  

 ７ページの「５）産業」につきましては、まだデータが公表されてい

ないということで、今のところまだ記載をしておりませんが、計画策定

までに間に合うようでしたら、平成２２年のデータをここで追加して策

定計画に中に盛り込んでいきたいと思っております。  

 続いて、８ページ目なんですけれども、下のほうの文章で青い字で、

「再生可能エネルギーや高効率機器の導入などの」具体的な取り組みに

ついて記載を追加しております。これは、前回の審議会でいただいた意

見をもとにこのように追加をさせていただきました。  

 １０ページ目をお開きください。表の２－２といたしまして、現在の
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ごみの発生量等につきまして実績値が出ましたので、ここで追加してお

ります。あわせて紙面の都合上、平成１８年から平成２０年までの数値

につきましては、割愛させていただきました。  

 それでは、１１ページ目をお開きください。ここからは、典型７公害

についての現状の記述となるんですけれども、平成２２年度段階での状

況ということで、文章中に「平成２２年度は」ということを追加してお

ります。  

 それと、環境基準の記載方法について、前回までは米印で記載してい

たんですが、見せ方を表形式に変更いたしました。表２－３から始まり

まして、次のページ、表２－５、それから１３ページ目の最後の表２－

９まで表形式に変更いたしております。  

 １５ページ目をお開きください。一番下の身近な空間における環境の

課題点といたしまして、青い字で修正をしております。前回までは、ハ

ード・ソフトという表現になっていたんですけれど、わかりにくいとい

うことを市民会議で意見が出まして、ソフト面の意味での「緑化の推進」、

それからハード面での「公園の整備」というように変更しております。  

 それから、１６ページ目なんですけれども、「めざす環境像」の文章の

中ほどなんですが、文章を尐し整理しました。また、青い字で変更した

箇所の３行目以降下線部のところなんですが、前回に副会長からいただ

いた意見をもとにこのように文章を修正しております。「物質的な豊か

さを重視する社会から、心の豊かさを重視する社会を実現に」向かうん

だということを追加いたしました。  

 それから、その尐し下、「子どもたちをはじめとする将来世代へ引き継

いでいかなければなりません」と青い字で追加している部分なんですけ

れども、ここにつきましては市民とともに考える会で、市の総合計画で

ある第５次長期総合計画の中では、「子ども」というのがキーワードにな

っているということで、「子どもたち」ということを追加いたしました。 

 それから、１８ページ目をお開きください。環境の基本理念について

の３番の２つ目の項目にも青い字で修正した箇所がございます。ここに

つきましては、市民とともに考える会で、明石らしさというものは、普

遍の価値のものと、時代とともに変化していくもの、両面があるのでは
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ないかということで、その両方ともを将来世代に引き継いでいくという

ことをここでは表現しており、そのように変更いたしました。  

 それから、２０ページ目をお開きください。３番目の「循環型社会の

実現」の２つ目の項目なんですが、青い字で修正している箇所がありま

す。前回の審議会では、「資源制約や廃棄物を受け入れる環境の容量の制

約の限界に突き当たることになる」という表現だったのが、市民会議で

わかりにくいという指摘を受けまして、「資源の枯渇、廃棄物の処理の限

界に突き当たることになり」という表現に変更しております。  

 あと、３Ｒの説明につきましても、この計画書の中で表現の仕方をす

べてここに記載いる表現に変更して統一しております。  

 それでは、２２ページ目をお開きください。２２ページ以降につきま

しては、それぞれの社会実現のための施策についての基本施策を写真で

示しておるんですけれども、この写真につきましても市役所内部の調整

によって幾つか差しかえているところがあります。  

 それから、このページなんですけれども、「エネルギー使用量の削減な

ど」という青字で示してあるここを追加いたしております。これにつき

ましては、参考資料３の２ページ目、８番の意見なんですけれども、放

射能というのはすべてに影響を与えるという意見があります。今、多く

の人が放射能のことがあって、それによって環境に関して関心を持って

いるんじゃないかということです。今、そういう状況だからこそ環境問

題をアピールするいいチャンスなんじゃないかという意見でした。他で

も、放射能につきましては、たくさん意見をいただいたんですが、放射

能につきましては今まで環境審議会でも議論していただきましたように、

この計画では取り扱わないという考え方であったんですが、この方の意

見といたしましては、環境に目を向けているんだから、エネルギーの削

減などに関連させて記載ができないかということでしたので、ここで計

画書の２２ページでエネルギーとの密接に関係のある温暖化のところで

エネルギーの使用量削減ということを追加しております。  

 続きまして、２４ページ目をお開きください。「基本施策５  まちの身

近な場所に生きものの生息・生育地を広げていく」というところの２行

目、「生育空間」の「生育」というところが青色で示しているんですけれ
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ども、この計画書を通じまして「生息」とか「生育」というのがばらば

らに使われておるという指摘がありました。審議会で指摘を受けまして、

「生育」あるいは「生息・生育」という表現ですべて統一しております。  

 その下の図４－１２のため池の写真のところなんですが、これにつき

ましても「生育」と修正しております。  

 それでは、尐し飛びまして３１ページ目をお開きください。このペー

ジの「第５章  各主体の役割」と次のページの「第６章  計画の推進」を

ごらんください。前回の審議会では「計画の推進」が前に来て、その後

に「環境行動指針」というものが後に来るような構成となっておりまし

たけれども、前回、環境行動指針につきましていろいろ意見をいただき

まして、中身の文章を見直したり、あるいは構成を見直すとともに、章

の入れかえをいたしました。  

 それと、第５章として「環境行動指針」とせずに、タイトルを「各主

体の役割」と変更いたしております。  

 そして、その下の２行、青で書かれている２行の文章を追加しており

ます。  

 そして「指針」と「方針」という文言につきましても、「指針」に統一

しまして、まず「指針」があって、その下に「行動例」があるんだとい

うような構成に統一しております。  

 それから、「（１）市民・事業者の環境行動指針」なんですけれども、

１行目に青い字で「身近なことから実践していくことが大切です」とい

う文章を追加しております。これも、市民とともに考える会でいただい

た意見です。  

 それから、「②自然共生社会の実現に向けての行動例」で、前回外来種

の飼育の仕方のことで意見をいただきましたので、「環境法令を遵守し」

ということを追加しております。  

 ３２ページの「（２）市の環境行動指針」の点線の四角で囲った部分、

「国や県、庁内の関係部署と連携して」という文章を追加しております。

これも、市民とともに考える会で、市役所内での横の連携というような

ものが図られているのかと、それができないと環境の取り組みは進まな

いんじゃないかという意見をいただきましたので、このような変更をい
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たしました。  

 それでは、３３ページ目をお開きください。ここにつきましては、特

に文章の変更はしておりませんが、図６－１、ネットワークの図を変更

しております。ここの「ネットワークの核  エコウイングあかし」とその

周りに４つの楕円として市や市民というのを記載しています。これ全部

を含めてネットワークなんじゃないかということが、市民会議、特にエ

コウイングあかしの会員の方から意見をいただきまして、このように変

更しております。  

 それから、３５ページ目以降につきましては、今回初めて出させてい

ただく内容で、参考資料となっております。計画策定の経緯として「（１）

諮問」、それから「（２）計画策定の経過」、３７ページ目には「（３）答

申」として、答申書を入れる予定です。それから、３８ページ目は審議

会委員の名簿、それから３９ページには市民会議の名簿を記載する予定

とさせていだいております。４０ページ以降につきましては、用語集と

なっております。  

 ページが戻るんですが、１２ページの「ｂ）地下水の調査」について、

前回の審議会で塩水化の問題は触れる必要はないのかという意見をいた

だきました。環境部としましては、環境基準で定められた項目について

は測定しておるんですけれども、それ以外の項目、塩分濃度については

測定していないということで、今回は省かせていただいております。  

 ただし、水道原水の把握という意味で、塩分濃度は調査しております。

市が所有する井戸につきましては、塩分濃度は測って注視しております。

ただし、今回の環境基本計画におきましては対象外と判断させていただ

きました。こちらの資料１につきましては以上となります。  

 市民とともに考える会、それから市民会議、前回の環境審議会でいた

だいた意見をもとにこのように変更させていただいております。  

 変更箇所についてのご意見やまた逆にここは変更しなくていいんじゃ

ないかというようなこと、あるいは語句の修正などがございましたら、

ご審議いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○会長    どうもありがとうございました。では、ただいまの説明のとおりなん

ですけれども、これまでの審議会で皆様からいただきました貴重なご意
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見は、かなり検討してきちんと入れていただいていると思います。まず、

ご質問とかいただいたご意見に対して直っていないところとか、あるい

は足りないところとか、そういうことがございましたらご意見、ご質問

をよろしくお願いいたします。いかがでしょうか。  

 例えば、つまらないことで申しわけないんですけれど、１５ページの

表の２－１１、表の２－１２があるんですけれど、やはり項目とその下

の数値のところの間に罫線を入れたほうがいいんじゃないでしょうか。

この表だと項目とその下の数値の区別がわかりにくいと思います。その

前のところの表は罫線が入っているので、この表も罫線を入れたほうが

読みやすいのではないでしょうか。  

○事務局Ｂ  環境基準もそのようにしていますので、ここも合わせて修正させてい

ただきます。  

○会長    それから、逆に私が委員の皆様にご意見を伺いたいんですが、例えば

２２ページで、市民会議か市民とともに考える会かどちらかでいただい

たご意見として２２ページのところに、青い字で書いてある「エネルギ

ー使用量の削減など」というのが追加されています。これについてはエ

ネルギー関係の委員Ａと委員Ｂに伺いたいんですが、「エネルギー使用

量の削減」だけでよろしいでしょうか。というのは、「ストップ温暖化！

低炭素社会のまちあかしプラン」のときには、「エネルギー使用量の削減

と二酸化炭素排出量の削減」と両論を併記したわけです。ですから、「ス

トップ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」に基づいて書かれてい

るんだったら、それは両方の言葉を入れるべきではないかと思うんです

けれども、いかがですか。  

○委員Ａ   委員Ａでございます。エネルギー使用量と電力使用量、ガスの使用量

もそうなんですけれども、削減という中でやはりこの環境基本計画自身

も、低炭素社会といいますか、ＣＯ ２削減というのが大きな命題のひと

つでもあると思います。したがって、ここは「ストップ温暖化！低炭素

社会のまちあかしプラン」で書いたような省ＣＯ ２とか省エネとか、そ

ういうこともやっぱり併記するほうがいいのではないかなと思います。  

○会長    委員Ｂ、いかがですか。  

○委員Ｂ   同じですね。  
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○会長    というのは、「ストップ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」のと

きに、やはり高効率、単に省エネルギーというだけじゃなく、できるだ

けＣＯ ２を削減するとかですね。そういうふうなところがずっとあった

と思いますので、エネルギー使用量の削減とほとんどイコールなんです

けれど、二酸化炭素排出量の削減ということをきちんと書いたほうが、

この「ストップ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」と並行状態に

なると思うんですが、よろしいですか。  

 やはりあわせて二酸化炭素排出量の削減、両方入れたほうがいいと思

いますので、よろしくお願いいたします。  

 他にいかがでしょうか。今までの議論を重ねてきたこともありますの

で、根底をひっくり返すようなことは今の時期ではちょっともう遅いと

思うんですけれども、何かお気づきの点がありましたら。  

○委員Ｃ   細かいところなんですけれども、２４ページの。  

○会長    ちょっとお待ちください。２４ページをお開きください。  

○委員Ｃ   基本施策のところの先ほどのご説明で、「生息・生育」という言葉で統

一されたと言われたんですけれども、前回委員Ｅがおっしゃっていたの

は、植物の場合は「生育」といい、動物の場合は「生息」というので、

そういう形に統一してくださいというお話だったと思うんです。この施

策５のところの「生きものたちの生育空間」というのは、これは動植物

を含んで語っておられると思うので、ここは「生息・生育空間」とする

ほうがいいんじゃないかなと思います。その下のオニバスのところは、

これは植物のことだけ言っていますので、「生育するオニバス」というこ

とでいいと思うんですけれども、前回委員Ｅがおっしゃっていたのは、

動物は「生息」、植物は「生育」というのも正確に表現してくださいとい

うことだったと思いますので、施策５のところは「生息・生育空間」と

されたほうがいいと思います。  

○会長    はい。ありがとうございます。２４ページの青い字で「生育空間」と

書いたところを、「生息・生育空間」とするんですね。  

○委員Ｃ   ここは、生きものと書いています。動物と植物を両方いわれていると

思うので、「生育空間」とすると植物だけのことになってしまいます。  

○会長    基本施策６のところでも、「まとまりのある生きものの生息・生育地」
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でも「生息・生育」と書いていますしね。ですから、そういうことから

考えても、「生育」だけじゃなく「生息・生育」としたほうがいいのでは

ないかと思います。  

○委員Ｃ   はい、そうです。  

○会長    よろしいですね。これは今おっしゃられたようにそろえたほうがいい

ですね。この基本施策６にもありますので。はい、ありがとうございま

す。  

○委員Ｃ   それともう１点、参考資料１です。  

○会長    参考資料１ですね。  

○委員Ｃ   １ページ目の一番下の３の（２）の「対応」のところなんですけれど

も、「外来種については、飼育・栽培することは差し支えないが、移動さ

せてはいけない」というのは、これはちょっと事実誤認だと思います。

外来生物法のことをもしいわれているのだとすれば、特定外来生物につ

いては飼育も栽培も基本的にできない。する場合は許可が要るという形

になっていますので、移動だけがだめですよというのだと、ちょっとこ

れは表現が違うのかなと思うんですけれども。  

 以上です。  

○会長    ありがとうございます。参考資料１の一番下の枠のところ、（２）の外

来種に関するところなんですが、その「対応」のところの書き方として、

「外来種については、飼育・栽培することは差し支えないが」というと

ころが、飼育・栽培もできないという。  

○委員Ｃ   外来種は全部できないということじゃなくて、ここはちょっと言葉が

足らないと思うんですけれども。  

○会長    「差し支えない」というのが言い過ぎだということですね。  

○委員Ｃ   外来種の中でも、特定外来生物という外来生物法で特定外来生物に指

定されているものについては、飼育と栽培も移動もできないんです。そ

れが何かごっちゃになっているので。それで、それ以外の一般的な外来

生物までそういう移動を禁止しているというわけではないので、こう書

くと何かちょっと違うんじゃないかなと思うんですけれども。  

○会長    わかりました。では、やはりこういうものは残っていくものですので、

「対応」のところに、法律に従った表現に変えるということでよろしく
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お願いいたします。ありがとうございました。  

 他にいかがでしょうか。はい、委員Ｄ。  

○委員Ｄ   ３３ページに図がありますね。ここで、この中心に「ネットワークの

核  エコウイングあかし」とあります。これについては確かにネットワー

クの核にならないといけないのですが、それだけでいいのかという疑問

があります。ネットワークの核が強調されてしまっているためです。本

来その他の事業者なら、「自らの役割を実践」などが書かれています。そ

れもないといけないのではないかと思います。あまりにネットワークの

核が強調されてしまって、何もしなくていいのかとか、核になるだけで

いいのかというような意見が、この間エコウイングあかしのひとつの部

会の中のディスカッションで出てきたんです。  

○会長    そうしましたら、例えば今「ネットワークの核」、その下に「エコウイ

ングあかし」と書いてあるんですが、例えばその下に「自らの役割を実

践」というふうに入れる。いかがでしょうか。「エコウイングあかし」の

メンバーの皆様。  

○委員Ｆ   エコウイングあかし会長ですので。  

○会長    会長のご意見でいいですか。  

○委員Ｇ   よろしいですか。その「エコウイングあかし」の前のページの３１、

３２のほうに当然主体的にというのはそれぞれ書いてありますので、私

個人的にはそこまで気にしなくてもいいのかなとは思いますけれども。  

○会長    「自らの役割の実践」ということになると、市もそれを書かないとい

けないということになります。市もやっぱり行政自身として自らやるこ

とがあって、全部やらないといけないということになるので、いかがで

しょうか。自らの役割を実践することは、このネットワーク全体のこと

として。はい、委員Ｆ。  

○委員Ｆ   委員Ｆです。私も、エコウイングあかしの一員としてずっと６年ほど

かかわってまいりました。これは環境基本計画ということですので、こ

れから目指すべき明石市の環境のあり方として、やはり市民と行政とそ

れから業者の企業の方が、ネットワークを組みながらその中のネットワ

ークの核として、エコウイングあかしが目指していくべきじゃないかな

と思っていますので、目指すべきこれからの指針としてこういう表現は
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いいかなと私自身は思っています。  

○会長    というのは、委員Ｆのご意見では、あえて「自らの役割の実践」と書

かなくても、このままでもいいというですか。  

○委員Ｆ   今、エコウイングあかしの中の検討段階ですけれど、エコウイングあ

かしはやはりネットワークの核としての役割というのを進めていくとい

うのが大切で、それぞれがそれぞれの役割を実践していく中で、それを

調整するコーディネート的な役割を果たしていくのではないかなと考え

ておりますので。もし、そういう皆さんの意見がそうであれば、それで

もいいのではないかなと思っています。  

○会長    これはネットワークの中でのそれぞれの役割ということで、エコウイ

ングあかしの位置づけがこうなんですよという意味で書いてあるという

ことが、この図の基本的なことだと思いますので、当然率先して役割を

実践していただくことを、この場でもご確認いただいていますし、これ

からもそういう位置づけにいらっしゃると思うので、「自らの役割の実

践」をわざわざ書かなくてもいいんじゃないかなという気もするんです

が、いかがでしょうか。委員Ｄ。  

○委員Ｄ   この図だけを強調して見てしまうわけですよ。他の文章で書いてある

ことよりも。これだけを先に見てしまうと、ネットワークの核と書くん

だったらいいんだなということで、他の実際自分達がやる仕事がなおざ

りになってしまうのではないかという懸念が出てきました。自らの役割

を実践するというのは、事業者もあるし、市民団体もあるし、市民もあ

るわけですね。  

○会長    どうしましょう。ちょっとこれは棚上げするわけにいかなくて、もう

来週答申ですので、ここで決めたいと思うのですが、いかがでしょう。

エコウイングあかし以外の皆様、何かご意見をいただけたら。この基本

計画全体の構成からいってそういうことを入れるべきか、特に入れなく

てもいいんじゃないかという点ではいかがでしょうか。  

○委員Ｆ   会長とはご意見が違うかもわかりませんけれども、これからエコウイ

ングあかしの目指すべきところというのは、例えば、いろんな市民団体

であるとか事業者であるとか、それぞれ活動しているそういう方々のお

互いのネットワークを広げていくそういう役割を担っていくものだと私
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自身は思っています。あえてここに市民団体とか事業者とか市民がそれ

ぞれ自らの役割を実践としっかり書かれていますので、ここは「ネット

ワークの核  エコウイングあかし」でいいのではないかなと思っています。

色合い的にここが強調されるのであれば、尐し色を他のところと統一す

るなどしてはどうでしょうか。  

○会長    いかがでしょうか。ほんとうにこれはネットワークの構成がわかると

いう、それが主目的に描かれた図で、図のタイトルとしても「各主体の

連携」となっていますので、私はちょっとここのところはあまりごちゃ

ごちゃ書くと字が多くなってしまって、図の趣旨がちょっとぼやけると

ころもあるので、このままでもいいのではないかと思うんですが、いけ

ませんでしょうか。委員Ｄ。  

○委員Ｄ   そういう意見を聞いていただいたということで、これをすっきりさせ

るためにこのままにしておくということなら、それでよろしいです。  

○会長    はい、ありがとうございます。それでは、そのようにさせていただき

ます。そこのところはこのままにさせていただきたいと思います。  

 他にいかがでしょうか。委員Ｈ。  

○委員Ｈ   １２ページの「騒音・振動」なんですが。  

○会長    はい。「騒音・振動」ですね。  

○委員Ｈ   それから、参考資料３の９ページ、項目の２３番です。神戸空港の騒

音のことを意見として出されて、飛行機騒音の取り組みを計画の中に入

れてくださいとあるんですけれども、これは別として、市民の考え方と

しては、これは神戸市と総局の空港事業室が窓口となっていますという

回答なんですね。ところが、本文の１１ページには、いろいろ都市空間

の騒音だとか自動車の騒音だとか新幹線の振動・騒音が書いてあるんで

す。目指す環境像という観点からいくと、神戸空港を発着陸する飛行機

の騒音というんですか、低周波音ですか、そういうことも、せめて窓口

はここなのでというぐらいのことはやはり触れてあげないと、この意見

に対する答えにはならないのじゃないかなというのを考えているんです

が。何もこの住民だけではなくて、実際漁業に携わっている人たちの声

も聞いていただきたいと思うんですけれども、住民もさることながら、

海の上は音がもっとひどいんですって。測ったことはないと思いますけ
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れども。だから、窓口があるんだったら、その窓口ぐらいは紹介してあ

げるべきじゃないかと思うんです。  

○会長    窓口を書くというのは、この環境基本計画の中に書くということです

か。  

○委員Ｈ   この騒音のところに、飛行機空港の騒音という項目をね。ａ）、ｂ）、

ｃ）とありますよね。ｄ）は追加できないのかということです。  

○会長    神戸空港を発着陸する飛行機の騒音についてですか。  

○委員Ｈ   はい。  

○会長    それはいかがなんでしょうか。参考資料３の最後のページですね。９

ページの２３番の意見のところで、「神戸空港を発着する飛行機が、自宅

上空を飛行するため」という、騒音に困っているというご意見があるん

ですね。これらのことに関して、この取り組み計画の中に入れてほしい

というご意見があって、それに対して市のほうでは神戸空港を発着する

飛行機に関する騒音については、神戸市の環境基本計画に記載されてい

るので、それは神戸市の問題ですというお答えになっているわけなんで

す。それについてこの基本計画の１２ページの「ウ）騒音・振動」の中

にそのことに関して書けないだろうかということなんです。これはいか

がでしょうか。ちょっと市のほうからお答えいただけませんでしょうか。 

○事務局Ｂ  基本的には、神戸空港の問題は明石の市域外の話と解釈しております。

また、このようなご相談があったときには、個別には対応しております

ので、個別対応の内容についてまで基本計画には盛り込まなくてもいい

と判断して、記載はしておりません。  

○会長    そうしますと、やはり基本計画の中に例えばこの１２ページに神戸空

港のことを書くと、それはちょっとまた違和感があるんですよね。明石

市の基本計画ですので。ただ、この参考資料３としての意見に対する市

の考え方のところには、やはりいまおっしゃったようなことをちゃんと

対応として文章で残しておかれてはいかがでしょうか。基本計画には書

かないということでいいと思うんですが、よろしいでしょうか。ちょっ

とこの市の考え方の書き方だと、市外のことはもう一切受け付けません

と受け取れるので、やはり個別のことに関しては、何か先ほどお答えに

なったようなことをちゃんと書いておかれたほうが、一切関係ありませ
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んという感じにはならないのでよろしいかと思います。  

 はい、ありがとうございました。  

 では、議事の２もありますので、環境基本計画につきましてはこれぐ

らいにさせていただきたいと思うんですが、何かどうしてもということ

があれば、ご意見をお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。  

 では、次に議事の２に行かせていただきたいと思います。では、議事

の２の「明石市環境レポート２０１１（案）」について、事務局から説明

をお願いいたします。  

○事務局Ｃ  失礼いたします。地球環境課計画係、事務局Ｃと申します。これから

の議事の２番、環境レポートについてご説明を差し上げます。  

 まずはじめに、今回の今年度の環境審議会につきましては、環境基本

計画に関する審議を集中して行っていただいておりましたので、まず環

境レポートとは何なのかということにつきまして、参考資料４を使用し

てご説明いたします。  

 その後に、今回審議いただきたいポイントを、その後に内容について

簡単にご説明を差し上げます。  

 まず、参考資料４をごらんください。明石市環境レポートとは、とい

うことですけれども、こちらは下に四角の中にあります、明石市の環境

の保全及び創造に関する基本条例第１８条に書いてありますように、毎

年環境の状況につきまして報告書を作成しまして、それを市民の方に公

表することとなっております。その第２項でございますが、その年次報

告書につきまして、審議会の意見を聞くものとするということで、本日

の審議会がこの場となっております。  

 これは環境レポートという名前になっておりますが、基本条例には過

年次報告書となっております。内容につきましても同じものでございま

して、実は平成２０年度に発行いたしましたものから、この明石市環境

レポートということで、１本化しております。それまでは、年次報告書

というかなり詳細に記したものと、環境レポートという簡略版と２種類

つくっておりましたが、市民の方からのご意見、また審議会でもご意見

をいただきまして、１本化して見やすくするために環境レポート１つに

しておるところでございます。  
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 次に、審議いただきたいポイントについて、ご説明を差し上げます。

こちらの明石市環境レポートというものは、平成２２年度に明石市が行

政として行いました環境に関する事業について、市民の方にわかりやす

くご説明するものでございます。ですので、一般市民の方がごらんいた

だいた際に、明石市が環境に関して何をしているのかというところがこ

の中に書いてある。きちんと伝えられているのかどうかという視点でご

らんいただければ、ありがたく存じます。  

 また、こちらの案につきましては、１１月の１カ月間、市民向けにパ

ブリックコメントをお願いしておりまして、そこで出していただきまし

たご意見を反映したものとなっております。今後、本日の審議の内容を

踏まえて、変更、修正等を加えまして、冊子として発行する予定です。

その冊子としてつくる過程におきましては、本日お送りしておりますも

のは、事務局で作成したものとなっておりますが、またレイアウトです

とか、体裁等は適宜整えまして、見やすいものにする予定でございます。  

 それでは、資料２の本文を使いまして、内容についてご説明を差し上

げます。  

 まず、２ページをおひらきください。こちらは、環境レポート以外に

明石市が発行しております環境に関する内容、制作物などの資料につき

まして説明をしております。本日審議いただいております環境基本計画

につきましては、現行のもの、環境基本計画改訂版を掲載しておるとこ

ろです。また、昨年度策定いたしました「ストップ温暖化！低炭素社会

のまちあかしプラン」、「つなごう生きもののネットワーク  生物多様性

あかし戦略」について紹介をしております。  

 続きまして、４ページをお開きください。こちらには、項目の２とい

たしまして、明石市の目指す環境像についてご説明をしております。一

番上の緑の枠で囲まれているところが、明石市の目指す環境像となって

おります。この環境像は、先ほども申し上げました、現行の環境基本計

画に掲載してあるものとなっております。また、この環境基本計画を推

進するための組織といたしまして、この３つ目の項目としてエコウイン

グあかし（明石市環境基本計画推進パートナーシップ協議会）、続きまし

てリーディングプロジェクトについて説明をしております。  
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 次の５ページにつきましては、エコウイングあかしの主な取り組みを

紹介しております。  

 続いて、３つ目の項目が６ページからになりますが、エコウイングあ

かしの中のリーディングプロジェクトの取り組み状況について記載して

おります。こちらは、エコウイングあかしの中に３つのグループがござ

いますので、その３つのグループ、ライフスタイルグループとエネルギ

ーグループ、自然グループ、そのそれぞれ２ページずつ紹介をしており

ます。独自の活動内容もありますが、主には「環境＆消費者フェア」で

の市民の方へのＰＲ内容、あとそれぞれのテーマに沿った活動内容とな

っております。  

 特徴的なものを申し上げますと、ライフスタイルグループは６ページ、

７ページの内容になりますが、平成２２年度はダンボールコンポスト事

業での協働作業、協働活動が特徴的なものとして挙げられます。これは、

明石市資源循環課との協働で、市民の方へのＰＲを複数回実施しました

ところです。  

 ８ページ、９ページに記載しておりますエネルギーグループの活動に

つきましては、グループのメンバーが講師を務めますエコドライブ講習

会の実施が特徴的なものとなっております。  

 続きまして、１０ページ、１１ページの自然グループの活動内容です

が、こちらは自然という名前が称しますとおり、自然に親しむ活動を行

っておりまして、昨年度策定いたしました生物多様性戦略に関係する事

業が中心となっており、特徴的な活動となっております。  

 １２ページからは、自然環境保全の取り組みといたしまして、昨年度

策定いたしました「つなごう生きもののネットワーク  生物多様性あかし

戦略」に関した内容となっております。明石市に特徴的な水に関係しま

したため池、河川、海岸に関した活動内容を重点的に掲載しております。  

 次の１４ページからですが、こちらは５番目の項目といたしまして、

地球温暖化対策の取り組みについて記載しております。１４ページにつ

きましては、こちらも平成２２年度に策定いたしました「ストップ温暖

化！低炭素社会のまちあかしプラン」に基づいた内容となっておりまし

て、市役所だけではなく明石市全体の低炭素社会のまちづくりについて
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の内容となっております。  

 １５ページにつきましては、明石市役所の事務事業に関係しました低

炭素社会、温室効果ガスの削減に関する内容となっております。  

 １４ページの中ほどに、「明石市内の温室効果ガス排出量の現状と将

来値」という表がございますが、こちらは平成２０年度の値が現在入手

できる最新の値となっておりまして、計画の基準年度であります平成２

年（１９９０年）度と比較しまして、明石市内全体の温室効果ガスは  

１２ .８％減尐となっております。ちなみに、「ストップ温暖化！低炭素

社会のまちあかしプラン」におきましては、平成２４年度を短期目標値

としておりまして、平成２４年度マイナス１７ .５％が目標となっており

ますので、それに向けて今後計画を推進していく必要があるというとこ

ろでございます。  

 １５ページにあります中ほどのこちらも表でございますが、「明石市

の事務事業による温室効果ガスの排出量」の値ですが、平成２２年度の

値が対平成１７年度（２００５年度）に比べましてマイナス１７ .６％と

なっております。こちらは、平成１９年３月に策定いたしました実行計

画では、目標値がマイナス６％でしたので、それはかなり大きく目標を

更新しているところでございます。  

 １６ページにつきましては、地球温暖化対策に対して、市が実際にど

のような活動をしているのかということで、地球温暖化対策の啓発活動

としまして、太陽光発電設備補助金、ライトダウンの実施、打ち水大作

戦について掲載をしております。  

 １７ページにつきましては、環境首都コンテストの取り組みというこ

とで、明石市が継続して参加しております環境首都コンテストの結果を

掲載しております。平成２２年度につきましては、今回初めて先進事例

特別表彰を受賞することができました。こちらは、協働のまちづくりを

実現するために、コミュニティ推進室が実施しております「明石市民提

案型パイロット協働事業」が高く評価されたことが理由になっておりま

す。  

 １８ページからは明石市環境マネジメントシステムについての説明と

なっております。明石市では、平成１２年度にＩＳＯ１４００１の認証
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を取得いたしまして、６年間、ＩＳＯの規格のもとでマネジメントシス

テムを運用してまいりました。その後、平成１９年３月から自己宣言制

度へと移行をしております。自己宣言制度を担保するための一番重要な

ものといたしまして、１８ページの一番下に記載しております、自治体

間相互環境監査システム会議を実施しておりまして、こちらのほうも記

載をしております。  

 １９ページ以降は、環境マネジメントシステムを運用していく中で、

明石市の事務事業につきましてどのような取り組みをしているのか、そ

してどのような結果が出たのかということについて記しております。  

 ２３ページからは、環境マネジメントシステムの中で、環境部門だけ

ではなく、市全体、他の部署がどのようなことをしているのかというこ

とを表にまとめております。  

 一番最後のページ、３３ページ、３４ページは、アンケートのお願い

ということで、こちらの環境レポートをごらんいただいた方からのご意

見をちょうだいするような内容となっております。昨年度までは、挟み

込んだ用紙にしておりましたが、今回は冊子に含む形で予定をしており

ます。  

 続きまして、環境レポートについて市民の方からいただいたパブリッ

クコメントについてご説明を差し上げます。  

 参考資料５をごらんください。まず、全体の内容につきまして、環境

に関することということで、専門的な語句でありますとか、明石市民に

しかわからないような言葉。６ページ他についてご意見をいただいた内

容でありますが、環境マイスター制度でありますとか、明石市民提案型

パイロット協働事業について説明があったほうがいいのではないかとい

うご意見をいただきました。紙面に限りがありますので、可能な限り紙

面に説明を加えております。  

 続きまして、３のリーディングプロジェクトの取り組み状況について

の提案をいただいております。リーディングプロジェクトといいますの

は、前回の環境基本計画ができた段階で、環境基本計画を推進するため

にどのようなプロジェクトを進めていこうかということで、市民の方、

事業者の方、行政とでつくったプロジェクトですが、時間が経過するに
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つきまして、実施できないものと実施が進んだものということで、差が

出てまいりますので、運用状況が変わってまいります。その内容を記載

しておるんですけれども、いただいたご意見は、昨年度その内容が書い

てあったので、今年度は別に書かなくてもいいのではないかというとこ

ろですが、こちらの環境レポートを今回初めて手にとる方もいらっしゃ

ると予想されますので、初めて手にとった方がわかるような内容に記載

をしております。  

 この１ページの一番下の地球温暖化対策の取り組みに対するご質問で

すとか、先ほど１４ページ、１５ページでご説明を差し上げたところで

はあるんですけれども、温室効果ガスの削減について基準年度が異なる

ので、ぱっと見てわかりにくいという質問でした。こちら基準年度と、

もととなる計画が異なり、基準年度が違っておりますのでご理解くださ

いという内容にしておりますが、もしこちらでこういう記載方法がわか

りやすいのではないかというご審議をいただければありがたく存じます。 

 ３ページをごらんください。３ページの８、平成２２年度の事業評価

表の１つ目の項目２３ページにいただいたご意見ですが、こちらは先ほ

ど環境基本計画の中でご審議いただきました内容と重なっておりまして、

こちらの環境レポートにつきましても、神戸空港の騒音問題についてご

意見をいただいております。市の対応としましても、先ほどの環境基本

計画と同様の対応となっておりますので、こちらは先ほどご審議いただ

きました内容に合わせまして修正したいと思います。  

 次に本文２９ページの内容です。中尾親水公園と新池でオニバスの発

芽がありました。ただ、この内容についての事業評価の取り組みが○で

あったため、◎ではないでしょうかというご意見でした。この事業評価

につきましては、担当課それぞれにお願いしているところでございます

ので、こちらも市民の方が納得いただけるような評価内容となるよう、

事務局からも努力をしていく必要があるという回答になっておりますが、

こちらにつきましても審議の中でよい対応があればご審議いただければ

ありがたく存じます。  

 最後になりますが、３１ページの内容です。先ほどごらんいただきま

した環境レポートの一番最後のところに、市の各部署の取り組みについ
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て一覧表にまとめておる内容ですが、こちらは今回の分につきましては、

大変見やすくなっていたという評価をいただいております。このように、

皆様市民の方からいただいたご意見をもとに、環境レポートをどんどん

市民の方にわかりやすい内容にしていきたいというのが、こちら事務局

の意向でもございますので、大変ありがたい意見でございましたので、

参考にご紹介をさせていただく次第でございます。  

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。  

○会長    はい、ありがとうございました。今、環境レポート２０１１の案につ

いてご説明いただいたわけです。先ほどご説明いただきましたように、

既にパブリックコメントをいただいておりまして、それを反映したもの

となっているということですよね。これは、より市民の皆様にわかりや

すいものとするということを大きな目的としておりますので、何か足り

ないとか表現を変えたほうがいいとか、ご意見がございましたらよろし

くお願いいたします。いかがでしょうか。はい、委員Ⅰ、よろしくお願

いいたします。  

○委員Ⅰ   １４ページの温室効果ガス排出量のところの表です。２０年度からと

った実績で２４年度以降は将来値ということだと思うんですけれども、

２０年度で１２ .８％減っているということで、明石市もかなり頑張って

おられていると思います。しかし、２４年度でまた１ .１ということは増

えているということ。これはあくまで単純に推計化された数字か何か入

れられているんだと思います。私もちょっと手元に計画がないのではっ

きりしたことが言えないのですが、「ストップ温暖化！低炭素社会のまち

あかしプラン」の中では、何らかの政策をされて目標数値ということで

は、２０１２年度ではこれぐらいの数字になるという数字は多分あるん

じゃないかと思いますので、そのあたりの数字を入れられたほうがいい

と思います。やはりこのままいくとせっかく減っているのに増えるんじ

ゃないかという錯覚をするというか。そのように思うんですけれど。  

○会長    ありがとうございます。１４ページの真ん中の表ですね。  

○委員Ⅰ   はい、そうです。  

○会長    真ん中の表についてですね。いかがでしょうか。例えば、その表の中

にどういうふうに入れますか。  
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○委員Ⅰ   例えば、私も手元になくて申しわけないんですが、「ストップ温暖化！

低炭素社会のまちあかしプラン」ということで、昨年策定されていると

いうことで、例えば目標数字とかあるのであれば、その数字を入れられ

るとか、何かそういったものを入れておかれたほうがいいのではないか

ということです。  

○会長    はい。もう尐し目標がはっきりわかるような数値を入れたほうがいい

ということですね。  

○委員Ⅰ   そうですね。これの数字は目標数字ではないので、単純な推計数値で

すよね。  

○事務局Ｂ  はい。  

○委員Ⅰ   となってくると、せっかく減っているのにまた増えるのかと思われる

ようなことにならないほうがいいんじゃないかということなんです。  

○会長    そうですね。ここはタイトルそのものが推計となっているんですけれ

ど、この推計という言葉そのものも変えてしまったほうがいいというこ

とですか。  

○委員Ⅰ   将来値に書きながら、本来的に計画の中では将来値は目標数値に置き

かわっているんじゃないかなと思うんですけれどね。  

○会長    ここのページの地球温暖化対策の取り組みということでも、「ストッ

プ温暖化！低炭素社会のまちあかしプラン」をこの年度ではもう策定し

たということになっているわけですから、この策定の目標がしっかりと

わかるような書き方をしたほうがいいのではないかということですね。  

○委員Ⅰ   そうですね。  

○会長    そうですね。それは、いかがですか。  

○事 務 局 Ｂ まず、平成２０年度までが実績値だということと、あと  

２４年度以降、現状推計で何も対策を行わない場合の数値を記載してい

るんですけれども、まずそれがわかるようにするということと、あわせ

てその目標値なり温暖化対策を行った場合の数値ででも、それをわかる

ようにここに入れたいと思います。  

○会長    そうですね。やはり個別計画と連動したような書き方のほうがいいと

思いますので、そこを工夫していただいて、数値を入れるということで

させていただきたいと思います。ありがとうございました。  
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 他にいかがでしょうか。  

 例えば、２ページ、３ページあるんですけれど、ここが随分スペース

が空いていますよね。空白のところが多くて、そして「ストップ温暖化！

低炭素社会のまちあかしプラン」と「つなごう生きもののネットワーク  

生物多様性あかし戦略」というところが、こういう概要版がありますよ

という写真だけで、説明がほとんど１行とか２行で終わっているんです

けれど、スペースも空いていることですし、これがどういうものかとい

うことをもうちょっと文章で入れて、これを見たときにわかるようにし

てはどうでしょうか。例えば、「ストップ温暖化！低炭素社会のまちあか

しプラン」なんか２行で書いてあるわけなんですけれど、スペースも空

いていることですし、もうちょっと概要を書いたほうがいいのではない

かと思います。ここまで空白が空いているのは、すごく不安な感じがす

るというか、見た目もありまし、私たちはこの「ストップ温暖化！低炭

素社会のまちあかしプラン」とかの計画を繰り返し繰り返し見てきたの

でわかるわけなんですけれど、初めてごらんになった方がこれがどうい

うものかということがわかるように、もう尐し内容を書いてもいいので

はないかと思います。よろしいですか。  

○事務局Ｂ  はい。  

○会長    それと、現在やっておりましたとその基本計画につきまして、２ペー

ジでは、「なお、平成２３年度中に改定を予定します」ということが書い

てあるんですけれども、もう尐し詳しく書いたページがありましたね。

現行の基本計画のまま書いてありますというところが、４ページですね。

４ページは、改定前の基本計画に沿って目標とか書いてあるわけなんで

すけれども、やはりこの４ページにも、一番最後の行で１行あけて、「な

お、平成２３年度中に改定を予定します」ということを書いておかない

と、今回ご議論いただきました新しいものが出て、その概要版が市民に

行き渡るわけなんですけれども、それとこれが違うじゃないかというこ

とになると思います。当然これは過年度のものなのでそれで結構なんで

すけれども、改定するということをきちんと書いておかないと、いろい

ろ書いてある言葉だとかが違ってくるので、それは齟齬があると思われ

るので、そういうことはここでも一度断っておいたほうがいいと思いま
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す。  

 他にいかがでしょうか。  

 これは、市民の皆様が見られてご理解いただけるかどうかというとこ

ろが一番大きなポイントになるんですけれども、非常に多く写真を入れ

ていただいたり、見やすい絵を入れていただいていて、すごくやわらか

くなっていて、わかりやすいと思います。パブリックコメントの中でも

用語がわかりにくいというご意見をかなりいただいているんですけれど

も、もう尐しこういうふうに表現を変えたほうがいいとか、そういうこ

とがあったらご指摘いただいたらいいと思うんですけれども。  

 いかがでしょうか。エコウイングあかしの目から見ていただいて、こ

れで伝わるだろうかとありますか。  

 これも内容とは直接関係ないんですけれど、例えば１２ページとか  

１７ページとかをごらんいただきまして、このタイトルと文章が詰まっ

ているというか、普通ここは１行空けるんじゃないかなと思うんですけ

れど、いかがですか。１２ページとか１７ページを見ていただきまして、

タイトルからすぐに文章が始まっているんですけれども、もし下のスペ

ースの余裕があるんだとすれば、１２ページだと空けられると思います。

タイトルからいきなりスペースをとらないで続けていくと、市民の皆様

には読みにくいんじゃないかなという感じがしますので、行数で別に制

限がないのでしたら、こういうところを１行空けたらいかがでしょうか。

例えば、１４ページもそうですね。尐し全体的に詰まっているなという

感じがあるので、上下の余白を尐なくしてでも、尐しこういうところに

余裕を持たせたほうが読みやすいのではないかと思います。  

○委員Ｆ   すみません。細かいところでよろしいですか。  

○会長    はい、委員Ｆ。  

○委員Ｆ   まず、会長がおっしゃってくださったことの続きになるんですけれど

も、1ページの目次も大変尐ないですね。下がとても空白がありますので、

例えばこの目次を見て、こういうことが書いているんだなと全体像にす

るためには、例えばそれぞれ番号を振ってあるところだけ書いていらっ

しゃいますけれど、中の重要なところに番号を振るのかどうかは別とし

て、せっかく空いていますのでもう尐し目次が詳しくてもいいのかなと
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ちょっと感じます。  

○会長    ほんとうですね。もうちょっと行間をとってね。  

○委員Ｆ   そうですね。あと、尐し細かい訂正も含めて４点ほどあります。１つ

目が、１０ページのエコウイングあかし自然グループのリーディングプ

ロジェクトを挙げられているところで、それぞれ実際動いていなくてＬ

Ｐ１０とかＬＰ１１が活動停止と括弧書きで書いてあります。ＬＰ１２

のプロジェクトのところに活動休止と書いていますが、これはＬＰ１３

のほうが休止だったと思います。ＬＰ１２は、どちらかというとＬＰ８

に吸収されたというふうに、ＬＰ８とＬＰ１２が一緒に活動している状

況ではないかなと私は認識していますので、それを確認していただきた

いなと思います。  

 それから、１１ページで、真ん中あたりの「環境学習への積極的な関

わり」ということで、写真が２つあるんですが、右側の「岩蛇池でのか

いぼり」とありますが、これは岩蛇池ではなかったと思います。中笠池

か稲葉池かどちらかなんですけれど、年によって交互にやっていますの

で、それは要確認だと思います。  

 それとあと、ここはさらっと「地域の自然を題材に小学校３年生の環

境体験学習をサポートしました」とありますが、実はこれは非常に大き

なことをやっていまして、谷八木小学校も、特に高丘東小学校も、エコ

ウイングあかしも関わっていますが、地域の支援団体、行政、それから

ＮＰＯとの協働で、特に１５団体ぐらいが関わってサポートしています

ので、そこの地域を含めた地域や行政、ＮＰＯ団体と協働でサポートを

行いましたと書いていただくと、より壮大なネットワークをつくってい

るんだなということが、イメージとしてわかっていただけるんじゃない

かなと思っています。  

○会長    ただいまのご意見は、「環境学習への積極的な関わり」の中に書くとい

うことですか。  

○委員Ｆ   そうですね。その文章を、ただ環境学習をサポートしましたというよ

りは、他の団体と協働でサポートを行いましたというふうに、エコウイ

ングあかしだけでやっているのではなくて、学校を核として他の団体と

も協力しながらできたという事実をしっかりと書いておいたらいいかな
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と思います。  

 それと、あとちょっと小さなことですが、５ページの協働団体の一覧

を挙げていただきまして、これはほんとうに、こういうふうに挙げてい

ただくと、一緒に活動している者としてすごくモチベーションも上がり

ますし、ありがたいなと思ってこのページを見させていただきました。

左側の上から４行目の「明石のはらクラブ」という私の活動している団

体ですが、半角を「明石」と「のはら」と「くらぶ」の間にそれぞれ半

角スペースを入れていただけるとありがたいと思います。よく「はらく

らぶ」さんと言われるので、お願いいたします。  

○会長    そうですね。  

○委員Ｆ   以上です。  

○会長    はい、ありがとうございます。まず、一つ目にいただきました１０ペ

ージの自然グループの説明のところで、ＬＰ１３というのが活動休止な

んですね。  

○委員Ｆ   そのように、私は認識していたんですけれど、違うんですか。ＬＰ  

１３は続いているんですか。  

○委員Ｇ   ＬＰ１３はＬＰ８と一緒です。  

○委員Ｆ   ＬＰ１２はどうですか。  

○委員Ｇ   これも表現がおかしいけれど、ＬＰ１２はこれで合っています。  

○委員Ｆ   休止にしたんですか。  

○委員Ｇ   というのも、その前はやっていたけど、去年はやっていないですから。  

○委員Ｆ   歩き隊と一緒になったんですか。  

○委員Ｇ   そう。最初は。去年の実績ではないから。  

○委員Ｆ   はい、わかりました。  

○会長    では、ここのところ、自然グループのメンバーの方で尐しこれが正し

いというのをきちんとご報告いただきますようによろしくお願いいたし

ます。  

 それから、１１ページの、２点目ですが、真ん中あたりにある「環境

学習への積極的な関わり」というところで、写真の岩蛇池ですか。  

○委員Ｆ   はい。  

○会長    これが違うという。  



－27－ 

○委員Ｆ   池の名前が違います。  

○会長    池の名前が違うので、これを正確な名前にしてほしいということです

ね。これは確認をよろしくお願いいたします。  

 それと、やはり文章のところで、他団体と協働で、非常に大規模な活

動をしたということがわかるような表現にしてほしいということですね。

よろしくお願いいたします。  

 それと、５ページなんですけれども、協働団体一覧のところで、「明石  

のはら  クラブ」というふうに、わかるように半角を入れてほしいとい

うところですね。  

○委員Ｆ   はい。  

○会長    そして、ここのところの協働団体の一覧の表なんですけれども、普通

は一番上に団体名と入れるんじゃないかと思いますので、これ１行上に

追加していただいて、団体名というのを入れていただいたほうがいいの

ではないかと思います。普通そうするんじゃないかと思うんですけれど、

よろしくお願いいたします。  

 よろしいでしょうか。  

 他に何かございませんでしょうか。委員Ｊ。  

○委員Ｊ   ちょっと私自身が尐し理解できていないところがあるので、教えてい

ただきたいんですが、４ページの中に、エコウイングあかしの活動とい

うようなところで紹介があるかと思うんですが、このエコウイングあか

しとリーディングプロジェクトの関係というのが、ちょっと私理解でき

ておりませんで、リーディングプロジェクトは、エコウイングあかしの

中で行われるという意味というような位置づけになっているものなんで

しょうか。あるいは、他の市民の方々も参加する、エコウイングあかし

も参加して行っていくような取り組みという位置づけになっているのか。

そこのあたりがちょっと理解できておりませんで、もしエコウイングあ

かしの中で行われている取り組みであれば、そのあたりをもう尐しわか

るようにしていただけたらどうかなと思います。  

○会長    はい、ありがとうございます。これは、委員Ｄ、いかがでしょうか。  

○委員Ｄ   もともとエコウイングあかしは、１３のリーディングプロジェクトを

推進していくというためにつくってあるわけです。だから、それぞれが
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３つに分かれている部会の中で、リーディングプロジェクトは全部それ

に属しています。  

 それで、一般の人もそれに参加していただいてもいいわけですけれど

も、あまりそういう呼びかけをしていない。自然グループはそのような

呼びかけはありますね。一般の人も入っています。  

 だから、主体はエコウイングあかしがやっていっているということで

す。  

○会長    ありがとうございます。だから、主体はエコウイングあかしがやって

いて、一般の市民の方も入っていらっしゃる場合もあるということです

ね。  

 だから、ここのところを今の委員Ｊのご質問からしますと、本計画に

掲げるリーディングプロジェクトの活動をエコウイングあかしがそれこ

そ核となってやってというような書き方でよろしいですよね。「が核と

なって」というのを一言入れていただいたらいいと思います。で、よろ

しいでしょうか。委員Ｊ、よろしいですか。  

 他にいかがでしょうか。ご意見がないようであれば、そのように修正

してこれを完成していただきたいと思います。  

 そして、これがいつ頃に完成するのか、どのように配備させるのかを

ご説明いただけますか。  

○事務局Ｂ  この後、修正いたしまして、１月中には冊子として発行して市民の皆

さんにお配りさせていただきたいと思います。公共施設などに設置しま

してお配りする予定になっております。  

○会長    はい、わかりました。ありがとうございました。  

 では、２番目の議事は終わりまして、次に３番目、その他なんですが、

その他につきまして事務局からご説明をよろしくお願いいたします。  

○事務局Ｂ  その他として、２点ございまして、まず１点目なんですけれども、前

回の審議会で委員Ｅからいただいた緑化募金に関する意見なんですけれ

ども、それについてその後の経過についてご報告させていただきます。  

 委員Ｅから、明石市がここ数年、緑化募金の実績がゼロとなっている

ことにつきまして、前回審議会でご意見をいただきましたけれども、そ

の後そのようになった原因や、経緯、それから今後対応を検討していく
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ということを、後日委員Ｅに直接説明させていただきまして、ご了解を

得ております。ここでご報告させていただきます。  

 それから、２点目なんですけれども、本日審議いただきました、第２

次明石市環境基本計画ですけれども、参考資料の６にも記載しておりま

したけれども、１２月２１日に会長から明石市長に答申を行う予定とな

っておりますので、よろしくお願いいたします。  

○事務局Ａ  すみません。それともう１点、報告とかそういうわけではないんです

けれども、今回の審議会が委員の皆さんには任期最後の審議会となりま

す。それに当たりまして、事務局から一言お礼を申し上げたいと思いま

す。  

 環境審議会におきましては、平成２２年度に「ストップ温暖化！低炭

素社会のまちあかしプラン」、「つなごう生きもののネットワーク  生物

多様性あかし戦略」、平成２３年度につきましては、「第２次明石市環境

基本計画」とご審議いただき、おかげさまで３つの大きな計画について

まとめることができました。  

 ご審議いただきましたこの３つの計画は、他市にも勝るとも劣らない

ものと考えております。これもひとえに、お忙しいにもかかわらず、ご

熱心にご審議いただきました委員の皆様のおかげだと思っております。  

 ほんとうに長い間ありがとうございました。  

 以上です。  

○会長    ありがとうございました。ただいまのご説明に対しまして、何かご質

問とかございますでしょうか。よろしいでしょうか。  

 昨年、今年と大きな計画についてまとめることができました。頼りな

い会長のもとで随分皆様にご協力いただきまして、ほんとうにありがと

うございました。  

 では、これをもちまして、来週の答申でこの基本計画についても市長

にお渡しすることができるという段階を迎えることができました。  

 それでは、これで本審議会を閉会させていただきたいと思います。本

日はどうもありがとうございました。  

 

（閉会  午後３時２７分）  


